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令和７年４月20日に行われた磐田市議会議員選挙
の結果、26名の議員が市民の負託を受け新たに選出
されました。
任期は令和７年４月24日から令和11年４月23日
までの４年間となります。
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左から鈴木博雄委員、中野純委員、芥川栄人委員

監査の様子

※年齢は6月30日現在
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愛和愛和新磐田愛和

志政会市民と創る磐田志政会市民と創る磐田

せいわ会市民と創る磐田せいわ会せいわ会

志政会公明党磐田せいわ会志政会

藤上原見付豊島竜洋中島

千手堂国府台気子島富丘

豊浜中野西島野箱豊岡

神増鎌田二之宮下万能

皆様の声を聴き、地域
の課題に向き合い、夢
と挑戦を応援します。

行動力と対話力で声
をカタチにしてまいり
ます。

仲間と共に、ひとりで
も多くの笑顔と感動を
創ります！

子供達に安心安全な国
産作物をずっと届けら
れるよう頑張ります。

地域と共にひたむきに
輝く磐田に向けて全力
で取り組みます。

｢ご近所代表、市政と
の橋渡し役」を私にお
任せください！

｢みんなが好きな磐田・
誇れる磐田」を目指し
てがんばります。

困ったを良かったへ。
人・つながり・地域づ
くりに努めます。

地域の思いをしっかり
市政に届けるよう精一
杯頑張ります。

あなたの声を市政に届
け、笑顔でつながる温か
な磐田を目指します。

磐田にもっと希望と活
力を届けられるように
地域と共に歩みます。

地域の声をカタチに！
皆様と共に未来あるま
ちづくりに努めます。

先人の想いを大切に、
若者の発想で街づくり。
磐田市を未来へ繋ぐ。

４年間ご期待に応える
べく、しっかり努力し働
いて参ります。

誇りある磐田の魅力を
引き出し、市街地の活
性化に取り組みます。

誰もが自慢できる磐田。
居場所のある磐田。元
気な磐田を創ります。

住 所住 所 中泉池田

抱 負抱 負 地域包括ケアシステム、特別支援
学校建設、提案する議会を推進。

変化する時代に、全ての世代が輝
き、安心して暮らせる磐田市へ。

市議６期　69歳市議３期　62歳

市議１期　25歳市議１期　41歳市議１期　50歳市議１期　52歳

市議１期　55歳市議１期　57歳市議１期　58歳市議１期　62歳

市議２期　54歳市議２期　62歳市議２期　64歳市議２期　66歳

市議３期　50歳市議３期　61歳市議３期　65歳市議３期　69歳
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別
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賜
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上
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５
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に
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取
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取
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。
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取
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築
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１
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会 派
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抱 負

新磐田
池田
みんなで創ろう活き活
き磐田。市民主役のまち
を一緒に創りましょう。
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志政会

日本共産党磐田市議団日本共産党磐田市議団志政会

愛和新磐田新磐田
篠原

笠梅国府台豊岡

蛭池二之宮浅間見付
次の世代に、よりよい
磐田市をつなぐため
に。

平和を大切に、困った
人に寄り添う市政をめ
ざしてがんばります。

初心に帰り、市民の命・
暮らしを守り、平和事
業に取り組みます。

市民目線を大切に「磐
田市と地元の未来発
展のため」頑張ります。

愛と敬と感謝の気持ち
で子育て力地域力環境
力３本柱取り組みます。

磐田の元気創造に全
力投球！

市民の声を力に、誰も
が安心できる地域づく
りに取り組みます。

市議３期　70歳

市議６期　69歳市議６期　71歳市議６期　77歳

市議４期　49歳市議５期　62歳市議５期　68歳
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各 種 委 員 名 簿
組合議会議員

各種委員・役員（議員選出）

○中遠広域事務組合議会議員
　加藤　公人　　鈴木弥栄子　　秋山　勝則　　芦川　和美　
　加藤　文重　　鈴木　喜文　　根津　康広

○磐田市公務災害補償等認定委員会委員
　鈴木弥栄子
○磐田市交通安全対策委員会委員
　戸塚　邦彦
○磐田市青少年問題協議会委員
　玉木　良汰　　伊藤　克之
○磐田市地域公共交通会議委員
　鈴木　喜文
○ジュビロ磐田ホームタウン推進協議会顧問
　鈴木　喜文
○磐田市文化振興委員会委員
　大迫由美子
○磐田市民生委員推薦会委員
　本間　昭男　　芦川　和美
○磐田市農業振興地域整備促進協議会委員
　浦木　尚行　　本間　昭男
○磐田市林業振興協議会委員
　鈴木百合子　　江塚　　学
○磐田市豊岡地区一雲済川改修促進協議会委員
　秋山　勝則
○遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会委員
　浦木　尚行　　鈴木　喜文

○県道袋井大須賀線外二線整備促進期成同盟会委員
　鈴木　喜文
○天竜川治水促進期成同盟会副会長
　岡　　　實
○天竜川治水促進期成同盟会監事
　芥川　栄人
○天竜川治水促進期成同盟会理事
　鈴木百合子　　永井　新次
　鳥居　節夫
○二級河川太田川水系蟹田川整備促進協議会顧問
　江塚　　学
○太田川水系治水対策推進期成同盟会委員
　永田　隆幸　　鈴木　喜文
○磐田市地区計画審議会委員
　髙塚　静子
○磐田市特別業務地区建築審議会委員
　鈴木弥栄子
○磐田市都市計画審議会委員
　宮崎真理子　　大迫由美子
　加藤　公人　　秋山　勝則
　高梨　俊弘

○中東遠看護専門学校組合議会議員
　平田　直巳　　鈴木　喜文　　岡　　　實

６年度の政務活動費収入・支出状況についてお知らせします

６年度行政視察受入状況

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に役立てるために必要な経費の一部として、議会の
会派からの申請により交付されるもので、地方自治法に基づき条例で定めています。議員の政策立案
能力向上や、議会の監視機能の強化を図るための活動などに活用されています。
　本市の政務活動費は１人当たり年額30万円で、上半期と下半期の２回にわけて会派に交付されます。
　６年度の会派別収入・支出状況は下表のとおりで、残余金は市へ返納しました。

会 派 名 志政会 せいわ会 新磐田 日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 市民と創る

磐田 愛和※1 磐田の底力 合　　計

交付対象人数 ９（8）人※2 ６人 ３人 ２人 ２人 ２人 ０（1）人※3 １人 25人

収　
入

交付金
上期 1,350,000 900,000 450,000 300,000 300,000 300,000 0 150,000 3,750,000 
下期 1,200,000 900,000 450,000 300,000 300,000 300,000 0 150,000 3,600,000 

雑 収 入 532 558 271 96 165 126 0 124 1,872 
計 2,550,532 1,800,558 900,271 600,096 600,165 600,126 0 300,124 7,351,872 

支　
出

研 究 研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
調 査 旅 費 493,120 463,510 88,680 0 96,680 88,680 0 0 1,230,670 
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
図 書・ 資 料 費 70,032 13,492 0 0 97,680 1,500 0 0 182,704 
広 報 費 1,152,321 492,139 390,335 514,333 0 443,740 0 0 2,992,868 
広 聴 費 0 0 1,990 0 0 2,110 0 0 4,100 
事 務 費 355,290 109,188 85,134 77,217 76,159 56,149 0 49,534 808,671 
要 請・ 陳 情 活 動 費 0 23,040 0 0 0 0 0 0 23,040 

計 2,070,763 1,101,369 566,139 591,550 270,519 592,179 0 49,534 5,242,053 
残 余 金 479,769 699,189 334,132 8,546 329,646 7,947 0 250,590 2,109,819 

※１　愛和は交付申請・請求を行わず　　　　※２　令和６年５月15日議員1名脱会　　　　※３　令和６年５月15日議員1名により結成

　６年度は、26団体の議会議員の皆さんが、本市を先進地として行政視察に訪れました。
受入日 自治体名 視察内容

1 6年5月 9日 大阪府東大阪市 小中一貫教育について
2 6月 4日 東京都中野区 ワンコイン浸水センサ実証実験について
3 7月11日 静岡県稲敷地方広域市町村圏事務組合 消防指令センターの共同運用について
4 7月24日 静岡県富士市 健幸づくり及び地域医療を守り育む条例について
5 7月25日 山梨県甲州市 議会基本条例、予算決算委員会分科会の運営方法について
6 7月29日 三重県桑名市 スマートIC設置に係る取組について
7 7月30日 兵庫県三木市 部活動改革の取組について
8 7月31日 岐阜県岐阜市 木造住宅の耐震対策について
9 8月16日 宮崎県宮崎市 庁内挨拶定着化の取組、挨拶の人事評価導入、挨拶運動等について
10 10月16日 和歌山県白浜町 スポーツ部活について
11 10月17日 宮城県石巻市 おせっかい支援事業について
12 10月23日 和歌山県紀の川市 AI危険情報リアルタイム配信サービス、ワンコイン浸水センサについて
13 10月23日 宮城県富谷市 学校部活動の地域連携・地域移行について
14 10月24日 新潟県新発田市 窓口等DX推進について
15 10月31日 兵庫県尼崎市 学校部活動の地域連携・地域移行について
16 11月 5日 京都府木津川市 こども若者家庭センターについて
17 11月 6日 兵庫県明石市 いわた高校生まちづくり研究所について
18 11月 7日 大阪府門真市 磐田版おせっかい事業について
19 11月12日 茨城県筑西市 シティプロモーションに関する取組について
20 12月24日 静岡県袋井市 ｉプラザ（総合健康福祉会館）の在り方について
21 7年1月22日 愛知県大府市 JR御厨駅の新設について
22 1月23日 静岡県焼津市 渚の交流館の現状と課題について
23 1月28日 神奈川県川崎市 ワンコイン浸水センサ実証実験について
24 1月30日 愛媛県新居浜市 議会ICTの取組について
25 2月 5日 新潟県三条市 部活動改革について
26 2月 5日 大阪府大東市 ながふじ学府小中一体校について

I n f o r m a t i o n

　（単位：円）

○磐田市廃棄物減量化等推進審議会委員
　永井　新次
○磐田市立学校給食運営委員会委員
　鳥居　節夫
○磐田市立小・中学校通学区域審議会委員
　伊藤　克之　　平田　直巳
○磐田市立図書館協議会委員
　宮崎真理子
○磐田市旧見付学校協議会委員
　松野正比呂
○磐田市遠江国分寺跡整備委員会委員
　平田　直巳　　松野正比呂
○磐田市消防賞じゅつ金審査委員会委員
　加藤　文重
○中東遠地域消防指令業務共同運用推進協議会委員
　鈴木　喜文
○中遠広域事務組合公務災害補償等認定委員会委員
　加藤　公人
○社会福祉法人磐田市社会福祉協議会評議員
　根津　康広
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【広報広聴委員会】
■委 員 長：芦川和美　　　■副委員長：鈴木弥栄子
■委　　員：永井新次、本間昭男、江塚　学、
　　　　　　鳥居節夫、根津康広

　改選後初の議会だよりです。新しい顔ぶれを迎え、
議員一同、新鮮な気持ちで議会に臨んでいます。
　今号は新議員の紹介や各種委員会メンバーの紹
介です。
　今後は、「開かれた議会」を目指し、皆様に議会
活動をより身近に感じていただけるよう、分かりや
すく情報提供に努めてまいります。ご意見・ご感想
もお待ちしております。　

（芦川和美）

編 集

後 記

次回は9月1日発行予定です。

審 議 結 果
■全会一致により可決・承認・同意された議案　
⑴ 専決処分（市税条例の一部改正）

⑵ 磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意

⑶ ⑷ 教育委員会の委員任命の同意

⑸ 監査委員選任の同意

⑹～⑻ 広瀬財産区管理委員選任の同意

⑼～⑾ 岩室財産区管理委員選任の同意

⑿～⒁ 虫生財産区管理委員選任の同意

⒂～⒄ 万瀬財産区管理委員選任の同意

■本会議で行われた選挙
⑴ 市議会議長の選挙

⑵ 市議会副議長の選挙

⑶ 中遠広域事務組合議会議員の選挙

⑷ 中東遠看護専門学校組合議会議員の選挙

⑸ 選挙管理委員及び補充員の選挙

■その他本会議で議題となった案件
⑴ 市議会常任委員会委員の選任

⑵ 市議会議長の民生教育委員会委員の辞任

⑶ 市議会運営委員会委員の選任

⑷ 閉会中の継続調査

Ｐ２ 正副議長のあいさつ、
 監査委員紹介
Ｐ３ 議員紹介
Ｐ４ 会派名簿
Ｐ５ 各委員会紹介
Ｐ６ 各種委員名簿
Ｐ７ インフォメーション
Ｐ８ 審議結果　他

議会の新体制が決まりました
C O N T E N T S

磐田市議会だより
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No.101

令和７年５月臨時会
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7月号
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令和７年４月20日に行われた磐田市議会議員選挙
の結果、26名の議員が市民の負託を受け新たに選出
されました。
任期は令和７年４月24日から令和11年４月23日
までの４年間となります。
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